職種：安全・環境管理　　職務：安全管理

【概要】

　事故･災害の未然防止と発生時の対策とともに、安全操業の確保を目的とした、現場安全管理に関する指導・支援を行う。

【仕事の内容】

　現場を管理する運転・工事部門のみならず、協力会社従業員も含めた安全諸活動及び安全教育の充実を図る。安全衛生に関する規定の作成とともに、設備事故防止の抜本的な対策を講じる組織を設置し、製油所における事故・災害防止に取り組む。

　また、製油所・工場等の保安・事故・災害に備え、製油所の出入門管理や巡回点検、消防業務等を行う保安防災業務を実施するとともに、さまざまな防災設備を設置する等の対策を講じる。さらに、過去の事故事例等を踏まえて、事故・災害の未然防止と発生時の対策を実施する。

· 事故・災害の未然防止、安全活動への取り組み

· 万一の事故・災害に備えた、さまざまな訓練の実施、相互応援体制の確保

· 労働災害の撲滅に向けた安全管理の強化

· 事故・災害の発生時の対策立案と実行

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、経験や公的資格は特に必要とされないが、経験者採用の際は、当該業務における専門知識やスキル、資格等が問われることが多い。

（2） 過去に起きた事故に対し、安全な生産活動を確保するための改善点を常に考える積極的な姿勢が必要である。

（3） 横断的なプロジェクトチーム等による安全管理業務遂行、安全管理組織の強化など、全社的な連携、風土づくりが重要となるため、専門スキルとともに協調性やコミュニケーション力も必要である。
（4） 緊急時には、人の生命や財産を守る業務となるため、責任感が要求されると同時に、非常時にはあわてることなく冷静に対応することのできる適性が求められる。日頃から非常時を想定した心構えが必要である。
【関連する資格・検定等】

・危険物取扱者　　甲種／乙種（４類）

・高圧ガス製造保安責任者　　

　　甲種（化学・機械）／乙種（化学・機械）／冷凍機械（１種・２種・３種）

・ボイラー技士（特級・１級・２級）
・公害防止管理者

　　　水質（１種・３種）／大気（１種・３種）／粉じん（特定・一般）

　　　／騒音・振動／主任管理者

・放射線取扱主任者（１種・２種）

・エネルギー管理士（熱分野・電気分野）

＊平成18年4月の法改正では、熱と電気の両方の知識を持ったエネルギー管理士の免状保持者がエネルギー管理者として選任される

・衛生管理者（１種・２種）

・消防設備士　甲（１類〜５類）／乙種（１類〜７類）

・情報処理技術者試験（ソフトウェア開発技術者・基本情報技術者）
・消防設備点検資格者（１種・２種）
・酸素欠乏危険作業主任者２種

・化学設備関係第１種圧力容器取扱作業主任者

・普通第１種圧力容器取扱作業主任者

・有機溶剤作業主任者

・特定化学物質作業主任者

・日赤救急法指導員

・防火管理者

・内部品質監査員養成講習

　・内部環境監査員養成講習
【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０４２　化学技術者

　　０７１　その他の技術者

